




「卑」の方だろう。中国常用も「卑」を採用している。
【博】右上の点はつけないことの方が多いようだ。大徐篆文を
見ても、どうしても点をつけなければならない字体には見え
ない。干禄字書の字体を五経文字で訂正している。

【卑】金文では「田＋攴」だが、大徐本では「甲＋又」になっ
ている。「攴」の上部を「田」と合体させて「甲」にしてし
まったのだろう。「甲」に角がついているが、大徐では「甲」
単体の字にも角がついているので、これは字画ではなく大徐
の様式なのかもしれない。この角を字画として書いたものは

説文以降もなかったが、字画として解釈したものが康煕字典
の字体に採用されている。九経字様は「甲＋又」としている
が甲の下部の縦線をまっすぐに書いている。これは大徐篆文
と見比べるとおかしな解釈だとおもう。説文を正字の根拠と
するなら、正字は常用漢字の「卑」ではなく、人名用漢字の
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【印】行書の偏は横線2本を書き「レ」を書くのが一般的な筆
順。したがって偏の縦線は下に突き抜けないし3画。康煕字
典、文部省活字、当用漢字表は偏の縦線が下に出ているが、
当用漢字字体表では出ているとも出ていないともいえるよう
な微妙な形。一画目は左から右に書く。平安以降は咎なし点

をつけることが多い。
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